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令和８年草加市議会議会運営委員会要点記録（第４回） 

 

◆開会年月日  令和８年２月１８日（水曜日） 

◆開催の場所  第３委員会室 

◆出席委員   佐 藤 利 器  委 員 長   木 村 忠 義  委  員 

        堀 込 彰 二  副委員長   矢 部 正 平  委  員 

        森     覚  委  員   佐 藤 憲 和  委  員 

        中 島 綾 菜  委  員   白 石 孝 雄  委  員 

        平 山 杏 香  委  員   関   一 幸  委  員 

◆欠席委員   なし 

                                                                           

◆協議事項   １ 市長提出議案について（２月１７日送付分） 

                                                                           

◆議事内容 

午前９時３０分開会 

 

１ 市長提出議案について（２月１７日送付分） 

  ・第２６号議案 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定につい

て 

   議案については、議会運営委員会終了後、SideBooksにて配付させていただく。 

    ○上程時期   → 告示日送付分の市長提出議案と同時期に上程すること

を決定 

    ○質疑通告締切 → 発言通告の締め切りに関するお知らせ送付後から本日

の本会議終了３０分後まで受け付けることを決定 

             ※発言通告の締め切りについては、議会運営委員会終了

後、LINEWORKSのトークにてお知らせさせていただく。 

              → 了解 

    ○質疑時間   → 答弁を含め８０分以内（告示日送付分と別枠）とする

ことを決定 

    ○質疑時期   → 告示日送付分の質疑終了後（議事日程は告示日送付分

の質疑と同一）とすることを決定 

    ○通告書一覧表 → 通告があった場合、議会運営委員会で確認後、配付 

             することを決定 

    ○委員会付託  → 総務文教委員会に付託 

     （追加送付議案を含めた付託件数） 

     ・総務文教   議案  ５件  諮問  １件 

     ・福祉子ども  議案  ９件  諮問  なし 

     ・建設環境   議案 １０件  諮問  なし 

   追加送付議案を含めた付託案件（議案分）については、別紙委員会付託表のと

おり→ 別紙委員会付託表のとおり付託することを決定 

   なお、「第２６号議案 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制

定について」は、改正条例の所管は総務文教委員会、福祉子ども委員会及び建設

環境委員会であるが、条例改正を担当した部局（総務部 職員課）を所管する総
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務文教委員会に付託することといたしたい。 

   → 「第２６号議案 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定

について」は総務文教委員会に付託することを決定 

   ※「なぜ昨日の議会運営委員会にはこの議案の送付が間に合わなかったの

か。」＜白石委員＞ 

   ※「この議案は、昨年の人事院勧告で示された内容に関わる議案で、条例改正

に関わる案文が先週の金曜日に国から示されたと聞いている。昨日の議会運

営委員会開催前に私から総務部長に議案の送付時期を確認をしたところ、ま

だ議案の送付ができないとのことだったので、昨日はこの議案には触れなか

った。しかし、昨日の議会運営委員会終了後に総務部長からこの議案を送付

させていただきたいという話があった。」＜武田事務局長＞ 

   ※「総務部にできるだけまとめて議案を送付するよう伝えることはできるの

か。」＜白石委員＞ 

   ※「私から総務部に伝える。」＜武田事務局長＞ 

 

午前９時３６分閉会 

                                                                           

◆配付資料  ・ 議会運営委員会協議事項 

       ・ 市長追加送付議案 

       ・ 議案の委員会付託表 
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           議会運営委員会協議事項 

 
                       令和８年２月１８日（水） 
                       午前９時３０分 第３委員会室 

 

１ 市長提出議案について（２月１７日送付分） 

  ・第２６号議案 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 

   議案については、議会運営委員会終了後、SideBooksにて配付させていただく。 

    ○上程時期    告示日送付分の市長提出議案と同時期 

    ○質疑通告締切  発言通告の締め切りに関するお知らせ送付後から本日の本会

議終了３０分後まで 

             ※発言通告の締め切りについては、議会運営委員会終了後、

LINEWORKSのトークにてお知らせさせていただく。 

    ○質疑時間    答弁を含め８０分以内（告示日送付分と別枠） 

    ○質疑時期    告示日送付分の質疑終了後（議事日程は告示日送付分の質疑

と同一） 

    ○通告書一覧表  通告があった場合、議会運営委員会で確認後、配付 

    ○委員会付託   総務文教委員会に付託 

     （追加送付議案を含めた付託件数） 

     ・総務文教   議案  ５件  諮問  １件 

     ・福祉子ども  議案  ９件  諮問  なし 

     ・建設環境   議案 １０件  諮問  なし 

   追加送付議案を含めた付託案件（議案分）については、別紙委員会付託表のとおり 

   なお、「第２６号議案 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定に

ついて」は、改正条例の所管は総務文教委員会、福祉子ども委員会及び建設環境委員

会であるが、条例改正を担当した部局（総務部 職員課）を所管する総務文教委員会

に付託することといたしたい。 
   （告示以降、開会前までに別枠で議案が提出された先例）※過去10年 ※議選監査除く 
     令和７年６月定例会 第55号議案 令和７年度草加市一般会計補正予算（第４号） 
               第56号議案 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例の制定について 
              （５月29日告示→６月４日送付→６月５日開会） 
     令和４年12月定例会 第111号議案 財産の取得について（11月24日告示→11月29日送付→12月1

日開会） 
     令和３年12月定例会 第131号議案 専決処分の承認を求めることについて[令和３年度草加市一

般会計補正予算（第１０号）] 
               第132号議案 令和３年度草加市一般会計補正予算（第１１号） 
              （11月22日告示→11月29日送付→11月30日開会） 
     令和２年12月定例会 第100号議案 草加駅東口駅前広場整備Ⅱ期工事請負契約の締結について 
               第101号議案 たかさご保育園建設工事（建築工事）請負契約の締結につい

て 
              （11月19日告示→11月25日送付→11月26日開会） 
     令和２年６月定例会 第51号議案 令和２年度草加市一般会計補正予算（第６号） 
               第52号議案 令和２年度草加市立病院事業会計補正予算（第１号） 
              （５月28日告示→６月３日送付→６月４日開会） 
     令和元年９月定例会 第91号議案 草加市開発・建築関係手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定

について（８月22日告示→８月28日送付→８月29日開会） 



 

 

 

 

  令和８年２月１８日招集 

               議 案 

  草 加 市 議 会 ２ 月 定 例 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議  案  目  次 

 

第２６号議案 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について…  １ 
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第２６号議案 

 

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 

 

 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例を次のとおり制定するものとする。 

 

   令和８年２月１８日提出 

 

草加市長 瀨 戸 百合子    
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提  案  理  由 
                

                

令和７年人事院勧告に鑑み、初任給調整手当及び通勤手当の拡充等を行う必要を認めた。 

 これがこの条例案を提出する理由である。 
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職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 

 

 （職員の給与に関する条例の一部改正） 

第１条 職員の給与に関する条例（昭和２９年条例第１号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第１項中「初任給調整手当」の次に「（第一種初任給調整手当及び第二種初任

給調整手当をいう。）」を加える。 

 第７条の２の見出しを削り、同条の前に見出しとして「（初任給調整手当）」を付し、

同条中「初任給調整手当」を「第一種初任給調整手当」に改め、同条の次に次の１条を

加える。 

第７条の３ 新たに採用された職員であって、採用の日において、当該職員に適用され

る給料表の給料月額のうち第３条第３項の規定により当該職員の属する職務の級並

びに第４条第１項、第２項、第４項及び第５項の規定により当該職員の受ける号給に

応じた額（定年前再任用短時間勤務職員その他の規則で定める職員にあっては、規則

で定める額）並びにこれに第９条の２の規定による地域手当の支給割合を乗じて得た

額の合計額（その額に１円未満の端数があるときは、これを切り捨てた額）に１２を

乗じ、その額を草加市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例第２条第１項に規

定する勤務時間に５２を乗じたものから同項に規定する勤務時間を５で除して得た

時間に規則で定める日の数を乗じたものを減じたもので除して得た額（その額に５０

銭未満の端数を生じたときはこれを切り捨て、５０銭以上１円未満の端数を生じたと

きはこれを１円に切り上げた額）（次項において「特定額」という。）が、草加市公

契約基本条例（平成２６年条例第２１号）第１２条に規定する労働賃金基準額（規則

で定める公契約に適用される労働賃金基準額に限る。次項において「基準額」という。）

を下回るものには、採用の日から規則で定める日までの間、第二種初任給調整手当を

支給する。 

２ 第二種初任給調整手当の月額は、規則で定めるところにより基準額と特定額との差

額を月額に換算した額とする。 

３ 第１項の規定の適用を受ける職員以外の職員で、同項の規定により第二種初任給調

整手当を支給される職員との権衡上必要があると認められるものとして規則で定め

るものには、規則の定めるところにより、前２項の規定に準じて、第二種初任給調整

手当を支給する。 
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４ 前３項に規定するもののほか、第二種初任給調整手当の支給に関し必要な事項は、

規則で定める。 

 第９条の３第１項第１号中「この項及び次項において「交通機関等」を「この条にお

いて「交通機関等」に改め、同条第２項第１号中「相当する額」の次に「（第４項にお

いて「運賃等相当額」という。）」を加え、同条第６項を同条第８項とし、同条第５項

中「自動車等」の次に「及び駐車場等」を加え、同項を同条第７項とし、同条第４項を

同条第６項とし、同条第３項中「最初の月」の次に「（当該月に通勤手当を支給するこ

とが困難な場合として規則で定める場合にあっては、その翌月）」を加え、同項を同条

第５項とし、同条第２項の次に次の２項を加える。 

３ 第１項第２号又は第３号に掲げる職員で、自動車等の駐車のための施設（その所在

地及び利用形態が規則で定める要件を満たすものに限る。第１号及び第７項において

「駐車場等」という。）を利用し、その料金を負担することを常例とするもの（規則

で定める職員を除く。）の通勤手当の額は、前項の規定にかかわらず、次の各号に掲

げる通勤手当の区分に応じ、当該各号に定める額とする。 

⑴ 駐車場等に係る通勤手当 支給単位期間につき、５，０００円を超えない範囲内

で１月当たりの駐車場等の料金に相当する額として規則で定める額  

⑵ 前号に掲げる通勤手当以外の通勤手当 前項の規定による額   

４ 運賃等相当額をその支給単位期間の月数で除して得た額（交通機関等が２以上ある

場合においては、その合計額）、第２項第２号に定める額及び前項第１号に定める額

の合計額が１５０，０００円を超える職員の通勤手当の額は、前２項の規定にかかわ

らず、当該職員の通勤手当に係る支給単位期間のうち最も長い支給単位期間につき、

１５０，０００円に当該支給単位期間の月数を乗じて得た額とする。 

  第１６条中「及びこれに対する地域手当の月額」を「並びにこれに対する地域手当及

び第二種初任給調整手当の月額」に改める。 

 （草加市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正） 

第２条 草加市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（令和元年条例第２９

号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第１項第１号中「初任給調整手当」の次に「（第一種初任給調整手当及び第二

種初任給調整手当をいう。）」を加える。 

 第１３条の見出しを削り、同条の前に見出しとして「（フルタイム会計年度任用職員
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の初任給調整手当）」を付し、同条中「初任給調整手当」を「第一種初任給調整手当」

に改め、同条の次に次の１条を加える。 

第１３条の２ フルタイム会計年度任用職員には、給与条例第７条の３の規定により第

二種初任給調整手当を支給される職員の例により、第二種初任給調整手当を支給する。 

 第１４条中「及びこれに対する地域手当の月額」を「並びにこれに対する地域手当及

び第二種初任給調整手当の月額」に改める。 

 第１９条第１項中「及び第２８条に規定する初任給調整手当に相当する報酬」を「、

第２８条に規定する第一種初任給調整手当に相当する報酬及び第２８条の２に規定す

る第二種初任給調整手当に相当する報酬」に改める。 

 第２８条の見出しを削り、同条の前に見出しとして「（パートタイム会計年度任用職

員の初任給調整手当に相当する報酬）」を付し、同条中「初任給調整手当を」を「第一

種初任給調整手当を」に、「初任給調整手当に相当する報酬」を「第一種初任給調整手

当に相当する報酬」に改め、同条の次に次の１条を加える。 

第２８条の２ 新たに採用されたパートタイム会計年度任用職員であって、採用の日に

おいて、次の各号に掲げるパートタイム会計年度任用職員の区分に応じ、当該各号に

定める額（以下この条において「特定額」という。）が、草加市公契約基本条例（平

成２６年条例第２１号）第１２条に規定する労働賃金基準額（規則で定める公契約に

適用される労働賃金基準額に限る。以下この条において「基準額」という。）を下回

るパートタイム会計年度任用職員には、採用の日から規則で定める日までの間、第二

種初任給調整手当に相当する報酬を支給する。 

⑴ 月額で報酬を定めるパートタイム会計年度任用職員 第２０条第１項に規定する

報酬額及びこれに対する地域手当に相当する報酬の月額の合計額に１２を乗じ、そ

の額を３８．７５に５２を乗じた時間から３８．７５を５で除して得た時間に規則

で定める日の数を乗じたものを減じたもので除して得た額に、３８．７５をパート

タイム会計年度任用職員について定められた１週間当たりの勤務時間で除したもの

を乗じて得た額 

⑵ 日額で報酬を定めるパートタイム会計年度任用職員 第２０条第２項に規定する

報酬額及びこれに対する地域手当に相当する報酬の日額の合計額をパートタイム会

計年度任用職員について定められた１日当たりの勤務時間で除して得た額 

⑶ 時間額で報酬を定めるパートタイム会計年度任用職員 第２０条第３項に規定す
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る報酬額及びこれに対する地域手当に相当する報酬の時間額の合計額 

２ 第二種初任給調整手当に相当する報酬の額は、次の各号に掲げるパートタイム会計

年度任用職員の区分に応じ、当該各号に定める額とする。 

⑴ 月額で報酬を定めるパートタイム会計年度任用職員 規則で定めるところにより

基準額と特定額との差額を月額に換算した額 

⑵ 日額で報酬を定めるパートタイム会計年度任用職員 規則で定めるところにより

基準額と特定額との差額を日額に換算した額 

⑶ 時間額で報酬を定めるパートタイム会計年度任用職員 基準額と特定額との差額 

３ 第１項の規定の適用を受けるパートタイム会計年度任用職員以外のパートタイム

会計年度任用職員で、同項の規定により第二種初任給調整手当に相当する報酬を支給

されるパートタイム会計年度任用職員との権衡上必要があると認められるものとし

て規則で定めるものには、規則の定めるところにより、前２項の規定に準じて、第二

種初任給調整手当に相当する報酬を支給する。 

 第２９条第１号中「及びこれに対する地域手当に相当する報酬の月額」を「並びにこ

れに対する地域手当に相当する報酬及び第二種初任給調整手当に相当する報酬の月額」

に改め、同条第２号中「及びこれに対する地域手当に相当する報酬の日額」を「並びに

これに対する地域手当に相当する報酬及び第二種初任給調整手当に相当する報酬の日

額」に改め、同条第３号中「及びこれに対する地域手当に相当する報酬の時間額」を「並

びにこれに対する地域手当に相当する報酬及び第二種初任給調整手当に相当する報酬

の時間額」に改める。 

 第３４条第２項中「第６項」を「第８項」に改める。 

 （現業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正） 

第３条 現業職員の給与の種類及び基準に関する条例（昭和３７年条例第１３号）の一部

を次のように改正する。 

  第３条第１項及び第５条中「宿日直手当」の次に「、初任給調整手当（第二種初任給

調整手当に限る。）」を加える。 

 （草加市水道事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正） 

第４条 草加市水道事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（昭和４２年条例第

１６号）の一部を次のように改正する。 

  第２条第３項中「初任給調整手当」の次に「（第一種初任給調整手当及び第二種初任
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給調整手当をいう。）」を加える。 

 第５条の見出しを削り、同条の前に見出しとして「（初任給調整手当）」を付し、同

条中「初任給調整手当」を「第一種初任給調整手当」に改め、同条の次に次の１条を加

える。 

第５条の２ 第二種初任給調整手当は、新たに採用された職員であって、採用の日にお

いて、当該職員が受けるべき給料及び地域手当の額について市長が定めるところによ

り計算した勤務１時間当たりの額が、草加市公契約基本条例（平成２６年条例第２１

号）第１２条に規定する労働賃金基準額（規程で定める公契約に適用される労働賃金

基準額に限る。）を下回るものに対して支給する。 

２ 前項の規定による第二種初任給調整手当を支給される職員との権衡上必要がある

と認められるものとして市長が定める職員には、同項の規定に準じて、第二種初任給

調整手当を支給する。 

 第１７条中「給料」の次に「、初任給調整手当（第二種初任給調整手当に限る。）」

を加える。 

 （草加市病院事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正） 

第５条 草加市病院事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（平成１４年条例第

４７号）の一部を次のように改正する。 

  第２条第３項中「初任給調整手当」の次に「（第一種初任給調整手当及び第二種初任

給調整手当をいう。）」を加える。 

 第５条の見出しを削り、同条の前に見出しとして「（初任給調整手当）」を付し、同

条中「初任給調整手当」を「第一種初任給調整手当」に改め、同条の次に次の１条を加

える。 

第５条の２ 第二種初任給調整手当は、新たに採用された職員であって、採用の日にお

いて、当該職員が受けるべき給料及び地域手当の額について管理者が定めるところに

より計算した勤務１時間当たりの額が、草加市公契約基本条例（平成２６年条例第２

１号）第１２条に規定する労働賃金基準額（規程で定める公契約に適用される労働賃

金基準額に限る。）を下回るものに対して支給する。 

２ 前項の規定による第二種初任給調整手当を支給される職員との権衡上必要がある

と認められるものとして管理者が定める職員には、同項の規定に準じて、第二種初任

給調整手当を支給する。 
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  第２０条中「初任給調整手当」の次に「（第一種初任給調整手当及び第二種初任給調

整手当をいう。）」を加える。 

 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和８年４月１日から施行する。 

 （草加市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例の一部改正） 

２ 草加市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例（令和４年条例第２４

号）の一部を次のように改正する。 

附則第１２条中「第５条の規定による改正後の公益的法人等への職員の派遣等に関す

る条例（以下この条において「新派遣条例」という。）」を「公益的法人等への職員の

派遣等に関する条例」に、「新派遣条例」を「同条例」に改める。 

附則第１３条中「第７条の規定による改正後の草加市職員の勤務時間、休日及び休暇

に関する条例（以下この条において「新勤務時間条例」という。）」を「草加市職員の

勤務時間、休日及び休暇に関する条例」に、「新勤務時間条例」を「同条例」に改める。 

附則第１４条を次のように改める。 

第１４条 削除 

附則第１５条中「第９条の規定による改正後の職員の給与に関する条例（以下「改正

後の給与条例」という。）」を「職員の給与に関する条例」に改める。 

附則第１６条中「改正後の給与条例」を「職員の給与に関する条例」に、「職員の給

与に関する条例第３条第１項」を「同条例第３条第１項」に改める。 

附則第１８条中「改正後の給与条例」を「職員の給与に関する条例」に改める。 

附則第１９条中「改正後の給与条例第１８条第３項」を「職員の給与に関する条例第

７条の３第１項及び第１８条第３項」に改める。 

附則第２０条中「改正後の給与条例」を「職員の給与に関する条例」に改める。 

附則第２１条中「並びに改正後の給与条例第４条第３項」を削る。 

附則第２３条中「第１０条の規定による改正後の草加市職員の特殊勤務手当に関する

条例（以下この条において「新特殊勤務手当条例」という。）第１０条に規定する」を

削り、「新特殊勤務手当条例」を「草加市職員の特殊勤務手当に関する条例第１０条第

１項」に改める。 
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附則第２４条中「第１１条の規定による改正後の現業職員の給与の種類及び基準に関

する条例（以下この条において「新現業職員の給与の種類と基準条例」という。）第３

条の２に規定する」を削り、「新現業職員の給与の種類と基準条例」を「現業職員の給

与の種類及び基準に関する条例第３条の２第１号」に改める。 
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職
員
の

給
与

に
関

す
る

条
例
等
の

一
部

を
改

正
す

る
条
例

の
新
旧

対
照

表
 

 （
職
員

の
給

与
に

関
す

る
条
例

の
一
部

改
正

）
 

旧
 

新
 

 
（
給
料

）
 

第
２

条
 

給
料

は
、

正
規

の
勤

務
時

間
に

よ
る

勤
務

に
対

す
る

報
酬

で
あ

っ

て
、
初
任

給
調

整
手

当
、
扶
養
手

当
、
地

域
手

当
、
通
勤
手

当
、
住

居
手

当
、

在
宅
勤

務
等

手
当

、
特

殊
勤
務
手

当
、

時
間

外
勤

務
手
当
、

宿
日

直
手

当
、

休
日
勤

務
手

当
、
夜
間

勤
務
手
当

、
管
理
職

手
当

、
管
理
職

員
特

別
勤

務
手

当
、
期

末
手

当
及

び
勤

勉
手
当
を

除
い

た
も

の
と

す
る
。

 

 ２
 
条

文
略

 

（
初
任

給
調

整
手

当
）

 

第
７
条

の
２

 
次

の
各

号
に
掲
げ

る
職

に
新

た
に

採
用
さ
れ

た
職

員
に

は
、
当

該
各
号

に
定

め
る

額
を

超
え
な
い

範
囲

内
の

額
を

、
第
１
号

に
掲

げ
る

職
に

係
る
も

の
に

あ
っ

て
は

採
用
の
日

か
ら

３
５

年
以

内
、
第

２
号

に
掲

げ
る

職

に
係

る
も

の
に

あ
っ

て
は

採
用

の
日

か
ら

５
年

以
内

の
期

間
、

採
用

の
日

（
第
１

号
に

掲
げ

る
職

に
係
る
も

の
に

あ
っ

て
は

、
採
用
後

１
０

年
を

経
過

し
た
日

）
か
ら

１
年

を
経

過
す
る

ご
と

に
そ

の
額

を
減
じ
て

、
初
任

給
調

整

手
当

と
し
て

支
給

す
る

。
 

⑴
 

条
文
略

 

⑵
 

条
文
略

 

 
（
給
料

）
 

第
２

条
 

給
料

は
、

正
規

の
勤

務
時

間
に

よ
る

勤
務

に
対

す
る

報
酬

で
あ

っ

て
、
初

任
給

調
整

手
当
（

第
一
種

初
任

給
調

整
手

当
及
び
第

二
種

初
任

給
調

整
手
当

を
い

う
。

）
、

扶
養
手
当

、
地

域
手

当
、

通
勤
手
当

、
住

居
手

当
、

在
宅
勤

務
等

手
当

、
特

殊
勤
務
手

当
、

時
間

外
勤

務
手
当
、

宿
日

直
手

当
、

休
日
勤

務
手

当
、
夜
間

勤
務
手
当

、
管

理
職

手
当

、
管
理
職

員
特

別
勤

務
手

当
、
期

末
手

当
及

び
勤

勉
手
当
を

除
い

た
も

の
と

す
る
。

 

２
 
条

文
略

 

（
初
任

給
調

整
手

当
）

 

第
７
条

の
２

 
次

の
各

号
に
掲
げ

る
職

に
新

た
に

採
用
さ
れ

た
職

員
に

は
、
当

該
各
号

に
定

め
る

額
を

超
え
な
い

範
囲

内
の

額
を

、
第
１
号

に
掲

げ
る

職
に

係
る
も

の
に

あ
っ

て
は

採
用
の
日

か
ら

３
５

年
以

内
、
第
２

号
に

掲
げ

る
職

に
係

る
も

の
に

あ
っ

て
は

採
用

の
日

か
ら

５
年

以
内

の
期

間
、

採
用

の
日

（
第
１

号
に

掲
げ

る
職

に
係
る
も

の
に

あ
っ

て
は

、
採
用

後
１
０

年
を

経
過

し
た
日

）
か

ら
１

年
を

経
過
す
る

ご
と

に
そ

の
額

を
減
じ
て

、
第

一
種

初
任

給
調
整

手
当

と
し

て
支

給
す
る
。

 

⑴
 

条
文
略

 

⑵
 

条
文
略
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２
 
前

項
の

職
に

在
職

す
る
職
員

の
う

ち
、
同

項
の

規
定
に

よ
り

初
任

給
調

整

手
当

を
支

給
さ

れ
る

職
員

と
の

均
衡

上
必

要
が

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

職
員

に
は
、

同
項

の
規

定
に

準
じ
て
、

初
任

給
調

整
手

当
を
支
給

す
る

。
 

 ３
 
前

２
項

の
規

定
に

よ
り

初
任

給
調

整
手

当
を

支
給
さ
れ

る
職

員
の

範
囲
、

初
任

給
調

整
手

当
の

支
給

期
間

及
び

支
給

額
そ

の
他

初
任

給
調

整
手

当
の

支
給
に

関
し

必
要

な
事

項
は
、
市

長
が

定
め

る
。

 

                  

２
 
前

項
の

職
に

在
職

す
る
職
員

の
う

ち
、
同
項

の
規
定
に

よ
り

第
一

種
初

任

給
調

整
手

当
を

支
給

さ
れ

る
職

員
と

の
均

衡
上

必
要

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
職
員

に
は

、
同

項
の

規
定
に
準

じ
て

、
第

一
種

初
任
給
調

整
手

当
を

支
給

す
る
。

 

３
 

前
２

項
の

規
定

に
よ

り
第

一
種

初
任

給
調

整
手

当
を

支
給

さ
れ

る
職

員

の
範
囲

、
第

一
種

初
任

給
調
整
手

当
の

支
給

期
間

及
び
支
給

額
そ

の
他

第
一

種
初
任

給
調

整
手

当
の

支
給
に
関

し
必

要
な

事
項

は
、
市
長

が
定

め
る

。
 

第
７
条

の
３

 
新

た
に

採
用
さ
れ

た
職

員
で

あ
っ

て
、
採
用

の
日

に
お

い
て

、

当
該

職
員

に
適

用
さ

れ
る

給
料

表
の

給
料

月
額

の
う

ち
第

３
条

第
３

項
の

規
定
に

よ
り

当
該

職
員

の
属
す
る

職
務

の
級

並
び

に
第

４
条

第
１

項
、
第
２

項
、
第

４
項

及
び

第
５

項
の
規
定

に
よ

り
当

該
職

員
の
受
け

る
号

給
に

応
じ

た
額
（

定
年

前
再

任
用

短
時
間
勤

務
職

員
そ

の
他

の
規
則
で

定
め

る
職

員
に

あ
っ
て

は
、
規
則

で
定

め
る
額
）
並
び

に
こ

れ
に

第
９
条
の

２
の

規
定

に
よ

る
地
域

手
当

の
支

給
割

合
を
乗
じ

て
得

た
額

の
合

計
額
（
そ

の
額

に
１

円
未

満
の
端

数
が

あ
る

と
き

は
、
こ
れ

を
切

り
捨

て
た

額
）
に
１

２
を

乗
じ

、
そ

の
額
を

草
加

市
職

員
の

勤
務
時
間

、
休

日
及

び
休

暇
に
関
す

る
条

例
第

２
条

第
１

項
に

規
定

す
る

勤
務

時
間

に
５

２
を

乗
じ

た
も

の
か

ら
同

項
に

規
定

す
る

勤
務

時
間

を
５

で
除

し
て

得
た

時
間

に
規

則
で

定
め

る
日

の
数

を
乗

じ
た
も

の
を

減
じ

た
も

の
で
除
し

て
得

た
額
（
そ

の
額
に
５

０
銭

未
満

の
端

数
を
生

じ
た

と
き

は
こ

れ
を
切
り

捨
て

、
５

０
銭

以
上
１
円

未
満

の
端

数
を

生
じ
た

と
き

は
こ

れ
を

１
円
に
切

り
上

げ
た

額
）
（

次
項
に

お
い

て
「

特
定

額
」
と
い

う
。
）
が

、
草

加
市
公

契
約

基
本

条
例
（

平
成
２

６
年

条
例

第
２

１
号
）
第
１

２
条

に
規

定
す
る

労
働
賃

金
基

準
額
（

規
則
で

定
め

る
公

契
約

に
適
用

さ
れ

る
労

働
賃

金
基
準
額

に
限

る
。
次
項

に
お
い
て
「
基

準
額

」
と

い
う
。
）
を

下
回

る
も

の
に
は
、
採
用

の
日

か
ら

規
則
で
定

め
る

日
ま

で
の
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（
通

勤
手

当
）

 

第
９
条

の
３

 
条

文
略

 

⑴
 

通
勤
の

た
め

交
通

機
関
又
は

有
料

の
道

路
（
以

下
こ
の

項
及

び
次

項
に

お
い
て
「

交
通

機
関

等
」
と
い
う

。
）
を
利

用
し

て
、
そ

の
運

賃
又

は
料

金
（

以
下

こ
の

項
及

び
次

項
に
お

い
て
「

運
賃

等
」
と
い
う

。
）
を
負

担

す
る
こ

と
を

常
例

と
す

る
職
員
（
交

通
機

関
等

を
利

用
し
な

け
れ

ば
通

勤

す
る

こ
と

が
著

し
く

困
難

で
あ

る
職

員
以

外
の

職
員

で
あ

っ
て

交
通

機

関
等

を
利

用
し

な
い

で
徒

歩
に

よ
り

通
勤

す
る

も
の

と
し

た
場

合
の

通

勤
距

離
が

片
道

２
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
未

満
で

あ
る

も
の

及
び

第
３

号
に

掲

げ
る
職

員
を

除
く

。
）

 

⑵
 

条
文
略

 

⑶
 

条
文
略

 

２
 
条

文
略

 

⑴
 

前
項
第

１
号

に
掲

げ
る
職
員

 
支

給
単

位
期

間
に
つ
き

、
規
則

で
定

め

る
と
こ

ろ
に

よ
り

算
出

し
た
、
当
該

職
員

の
支

給
単

位
期
間

の
通

勤
に

要

間
、
第

二
種

初
任

給
調

整
手
当
を

支
給

す
る

。
 

２
 
第

二
種

初
任

給
調

整
手
当
の

月
額

は
、
規
則

で
定
め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

基

準
額
と

特
定

額
と

の
差

額
を
月
額

に
換

算
し

た
額

と
す
る
。

 

３
 
第

１
項

の
規

定
の

適
用
を
受

け
る

職
員

以
外

の
職
員
で

、
同
項
の

規
定

に

よ
り

第
二

種
初

任
給

調
整

手
当

を
支

給
さ

れ
る

職
員

と
の

権
衡

上
必

要
が

あ
る
と

認
め

ら
れ

る
も

の
と
し
て

規
則

で
定

め
る

も
の
に
は

、
規

則
の

定
め

る
と
こ

ろ
に

よ
り

、
前

２
項
の
規

定
に

準
じ

て
、
第

二
種
初

任
給

調
整

手
当

を
支
給

す
る

。
 

４
 
前

３
項

に
規

定
す

る
も
の
の

ほ
か

、
第

二
種

初
任
給
調

整
手

当
の

支
給

に

関
し
必

要
な

事
項

は
、

規
則
で
定

め
る

。
 

 
（
通

勤
手

当
）

 

第
９
条

の
３

 
条

文
略

 

⑴
 

通
勤

の
た

め
交

通
機

関
又

は
有

料
の

道
路

（
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

「
交
通

機
関

等
」
と

い
う

。
）
を

利
用

し
て

、
そ

の
運
賃
又

は
料

金
（
以

下
こ
の

項
及

び
次

項
に

お
い
て
「
運

賃
等

」
と
い

う
。
）
を

負
担

す
る

こ

と
を
常

例
と

す
る

職
員
（

交
通
機

関
等

を
利

用
し

な
け
れ
ば

通
勤

す
る

こ

と
が

著
し

く
困

難
で

あ
る

職
員

以
外

の
職

員
で

あ
っ

て
交

通
機

関
等

を

利
用

し
な

い
で

徒
歩

に
よ

り
通

勤
す

る
も

の
と

し
た

場
合

の
通

勤
距

離

が
片

道
２

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

未
満

で
あ

る
も

の
及

び
第

３
号

に
掲

げ
る

職

員
を
除

く
。

）
 

⑵
 

条
文
略

 

⑶
 

条
文
略

 

２
 
条

文
略

 

⑴
 

前
項
第

１
号

に
掲

げ
る
職
員

 
支

給
単

位
期

間
に
つ
き

、
規

則
で

定
め

る
と
こ

ろ
に

よ
り

算
出

し
た
、
当

該
職

員
の

支
給

単
位
期
間

の
通

勤
に

要
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す
る
運

賃
等

の
額

に
相

当
す
る
額

 

 ⑵
 

条
文
略

 

⑶
 

条
文
略

 

                   ３
 
通

勤
手

当
は

、
支
給

単
位
期

間
（
規

則
で

定
め

る
通
勤

手
当

に
あ

っ
て

は
、

規
則

で
定

め
る

期
間

）
に

係
る

最
初

の
月

の
規

則
で

定
め

る
日

に
支

給
す

す
る
運

賃
等

の
額

に
相

当
す
る
額
（
第

４
項

に
お

い
て
「

運
賃
等

相
当

額
」

と
い
う

。
）

 

⑵
 

条
文
略

 

⑶
 

条
文
略

 

３
 
第

１
項

第
２

号
又

は
第
３
号

に
掲

げ
る

職
員

で
、
自

動
車

等
の
駐

車
の

た

め
の
施

設
（

そ
の

所
在

地
及
び
利

用
形

態
が

規
則

で
定
め
る

要
件

を
満

た
す

も
の
に

限
る

。
第

１
号

及
び
第

７
項
に

お
い

て
「

駐
車
場
等

」
と

い
う

。
）

を
利
用

し
、
そ
の

料
金

を
負
担
す

る
こ

と
を

常
例

と
す
る
も

の
（

規
則

で
定

め
る
職

員
を

除
く

。
）
の

通
勤
手

当
の

額
は

、
前
項

の
規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、

次
の
各

号
に

掲
げ

る
通

勤
手
当
の

区
分

に
応

じ
、
当

該
各
号

に
定

め
る

額
と

す
る
。

 

⑴
 

駐
車
場

等
に

係
る

通
勤
手
当

 
支

給
単

位
期

間
に
つ
き

、
５

，
０

０
０

円
を

超
え

な
い

範
囲

内
で

１
月

当
た

り
の

駐
車

場
等

の
料

金
に

相
当

す

る
額
と

し
て

規
則

で
定

め
る
額

 

⑵
 

前
号

に
掲

げ
る

通
勤

手
当

以
外

の
通

勤
手

当
 

前
項

の
規

定
に

よ
る

額
 

４
 
運

賃
等

相
当

額
を

そ
の
支
給

単
位

期
間

の
月

数
で
除
し

て
得

た
額
（
交

通

機
関
等

が
２

以
上

あ
る

場
合
に
お

い
て

は
、
そ
の

合
計
額
）
、
第

２
項

第
２

号
に
定

め
る

額
及

び
前

項
第
１
号

に
定

め
る

額
の

合
計
額
が

１
５

０
，
０
０

０
円

を
超

え
る

職
員

の
通

勤
手

当
の

額
は

、
前

２
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、
当

該
職

員
の

通
勤

手
当
に
係

る
支

給
単

位
期

間
の
う
ち

最
も

長
い

支
給

単
位
期

間
に

つ
き

、
１

５
０
，
０

０
０

円
に

当
該

支
給
単
位

期
間

の
月

数
を

乗
じ
て

得
た

額
と

す
る

。
 

５
 
通

勤
手

当
は

、
支

給
単
位
期

間
（
規

則
で
定

め
る
通
勤

手
当

に
あ

っ
て

は
、

規
則
で

定
め

る
期

間
）
に

係
る
最

初
の

月
（

当
該

月
に
通
勤

手
当

を
支

給
す
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る
。

 

 ４
 
条

文
略

 

５
 
こ

の
条

に
お

い
て
「

支
給
単

位
期

間
」
と
は

、
通
勤
手

当
の

支
給

の
単

位

と
な

る
期

間
と

し
て

６
月

を
超

え
な

い
範

囲
内

で
１

月
を

単
位

と
し

て
規

則
で
定

め
る

期
間
（
自

動
車
等
に

係
る

通
勤

手
当

に
あ
っ
て

は
、
１
月
）
を

い
う
。

 

６
 
条

文
略

 

 
（
勤

務
１

時
間

当
た

り
の
給
与

額
の

算
出

）
 

第
１
６

条
 

第
１

２
条

、
第
１
４

条
、
第

１
５
条

、
次
条
及

び
第

１
７

条
の

２

に
規
定

す
る

勤
務

１
時

間
当
た
り

の
給

与
額

は
、
給

料
の
月

額
及

び
こ

れ
に

対
す
る

地
域

手
当

の
月

額
の
合
計

額
に

１
２

を
乗

じ
、
そ

の
額

を
草

加
市

職

員
の
勤

務
時

間
、
休

日
及

び
休
暇

に
関

す
る

条
例

第
２
条
第

１
項

に
規

定
す

る
勤

務
時

間
に

５
２

を
乗

じ
た

時
間

か
ら

同
項

に
規

定
す

る
勤

務
時

間
を

５
で

除
し

て
得

た
時

間
に

規
則

で
定

め
る

日
の

数
を

乗
じ

た
も

の
を

減
じ

た
も

の
で

除
し

て
得

た
額

（
定

年
前

再
任

用
短

時
間

勤
務

職
員

に
あ

っ
て

は
、
草
加

市
職

員
の

勤
務

時
間

、
休

日
及

び
休

暇
に

関
す
る

条
例

第
２

条
第

１
項

に
規

定
す

る
勤

務
時

間
を

同
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
定

め
ら

れ
た

そ
の
者

の
勤

務
時

間
で

除
し
て
得

た
数

を
乗

じ
て

得
た
額
）

と
す

る
。

 

る
こ
と

が
困

難
な

場
合

と
し
て
規

則
で

定
め

る
場

合
に
あ
っ

て
は

、
そ

の
翌

月
）

の
規
則

で
定

め
る

日
に
支
給

す
る

。
 

６
 
条

文
略

 

７
 
こ

の
条

に
お

い
て
「

支
給
単

位
期

間
」
と
は

、
通
勤
手

当
の

支
給

の
単

位

と
な

る
期

間
と

し
て

６
月

を
超

え
な

い
範

囲
内

で
１

月
を

単
位

と
し

て
規

則
で
定

め
る

期
間
（
自

動
車
等

及
び
駐

車
場

等
に

係
る
通
勤

手
当

に
あ

っ
て

は
、
１

月
）

を
い

う
。

 

８
 
条

文
略

 

 
（
勤

務
１

時
間

当
た

り
の
給
与

額
の

算
出

）
 

第
１
６

条
 

第
１

２
条

、
第
１
４

条
、
第
１

５
条

、
次
条
及

び
第

１
７

条
の

２

に
規
定

す
る

勤
務

１
時

間
当
た
り

の
給

与
額

は
、
給

料
の
月

額
並

び
に

こ
れ

に
対

す
る

地
域

手
当

及
び

第
二

種
初

任
給

調
整

手
当

の
月

額
の

合
計

額
に

１
２
を

乗
じ

、
そ

の
額

を
草
加
市

職
員

の
勤

務
時

間
、
休
日

及
び

休
暇

に
関

す
る

条
例

第
２

条
第

１
項

に
規

定
す

る
勤

務
時

間
に

５
２

を
乗

じ
た

時
間

か
ら

同
項

に
規

定
す

る
勤

務
時

間
を

５
で

除
し

て
得

た
時

間
に

規
則

で
定

め
る
日

の
数

を
乗

じ
た

も
の
を
減

じ
た

も
の

で
除

し
て
得
た

額
（

定
年

前
再

任
用
短

時
間

勤
務

職
員

に
あ
っ
て

は
、
草
加

市
職

員
の
勤
務

時
間

、
休

日
及

び
休

暇
に

関
す

る
条

例
第

２
条

第
１

項
に

規
定

す
る

勤
務

時
間

を
同

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

定
め

ら
れ

た
そ

の
者

の
勤

務
時

間
で

除
し

て
得

た
数

 

 
 

 
 
を
乗

じ
て

得
た

額
）

と
す
る
。

 

 （
草
加

市
会

計
年

度
任

用
職
員
の

給
与

及
び

費
用

弁
償
に
関

す
る

条
例

の
一

部
改
正

）
 

旧
 

新
 

 
（
給
与

）
 

 
（
給
与

）
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第
２
条

 
条

文
略

 

⑴
 

法
第
２

２
条

の
２

第
１
項
第

２
号

に
掲

げ
る

職
員
（

以
下
「
フ

ル
タ

イ

ム
会
計

年
度

任
用

職
員
」
と
い
う
。
）
 
給

料
、
地

域
手
当
、
通
勤

手
当

、

特
殊
勤

務
手

当
、
時

間
外

勤
務
手

当
、
休

日
勤

務
手

当
、
夜
間

勤
務

手
当

、

宿
日
直

手
当

、
初

任
給

調
整
手
当

、
期

末
手

当
及

び
勤
勉
手

当
 

 ⑵
 

条
文
略

 

２
 
条

文
略

 

３
 
条

文
略

 

（
フ
ル

タ
イ

ム
会

計
年

度
任
用
職

員
の

初
任

給
調

整
手
当
）

 

第
１
３

条
 

フ
ル

タ
イ

ム
会
計
年

度
任

用
職

員
に

は
、
給
与
条

例
第

７
条

の
２

の
規
定

に
よ

り
初

任
給

調
整
手
当

を
支

給
さ

れ
る

職
員
の
例

に
よ

り
、
初

任

給
調
整

手
当

を
支

給
す

る
。

 

   

（
フ

ル
タ

イ
ム

会
計

年
度

任
用

職
員

の
勤

務
１

時
間

当
た

り
の

給
与

額
の

算
出
）

 

第
１

４
条

 
第

９
条

か
ら

第
１

１
条

ま
で

及
び

次
条

に
規

定
す

る
勤

務
１

時

間
当
た

り
の

給
与

額
は

、
給
料
の

月
額

及
び

こ
れ

に
対
す
る

地
域

手
当

の
月

額
の
合

計
額

に
１

２
を

乗
じ
、
そ
の

額
を

３
８

．
７

５
に
５

２
を

乗
じ

た
時

間
か
ら

３
８

．
７
５

を
５

で
除
し

て
得

た
時

間
に

規
則
で
定

め
る

日
の

数
を

乗
じ
た

も
の

を
減

じ
た

も
の
で
除

し
て

得
た

額
と

す
る
。

 

  
（
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年
度
任

用
職

員
の

報
酬

の
額

）
 

第
２
条

 
条

文
略

 

⑴
 

法
第
２

２
条

の
２

第
１
項
第

２
号

に
掲

げ
る

職
員
（
以

下
「

フ
ル

タ
イ

ム
会
計

年
度

任
用

職
員

」
と
い
う

。
）
 
給

料
、
地

域
手
当

、
通
勤

手
当

、

特
殊
勤

務
手

当
、
時

間
外

勤
務
手

当
、
休

日
勤

務
手

当
、
夜
間

勤
務

手
当

、

宿
日
直

手
当

、
初

任
給

調
整
手
当
（
第

一
種

初
任

給
調
整
手

当
及

び
第

二

種
初
任

給
調

整
手

当
を

い
う
。
）

、
期

末
手

当
及

び
勤
勉
手

当
 

⑵
 

条
文
略

 

２
 
条

文
略

 

３
 
条

文
略

 

（
フ
ル

タ
イ

ム
会

計
年

度
任
用
職

員
の

初
任

給
調

整
手
当
）

 

第
１
３

条
 

フ
ル

タ
イ

ム
会
計
年

度
任

用
職

員
に

は
、
給

与
条

例
第
７

条
の

２

の
規

定
に

よ
り

第
一

種
初

任
給

調
整

手
当

を
支

給
さ

れ
る

職
員

の
例

に
よ

り
、

第
一
種

初
任

給
調

整
手
当

を
支
給

す
る

。
 

第
１
３

条
の

２
 

フ
ル

タ
イ
ム
会

計
年

度
任

用
職

員
に
は

、
給

与
条
例

第
７

条

の
３

の
規

定
に

よ
り

第
二

種
初

任
給

調
整

手
当

を
支

給
さ

れ
る

職
員

の
例

に
よ
り

、
第

二
種

初
任

給
調
整
手

当
を

支
給

す
る

。
 

（
フ

ル
タ

イ
ム

会
計

年
度

任
用

職
員

の
勤

務
１

時
間

当
た

り
の

給
与

額
の

算
出
）

 

第
１

４
条

 
第

９
条

か
ら

第
１

１
条

ま
で

及
び

次
条

に
規

定
す

る
勤

務
１

時

間
当
た

り
の

給
与

額
は

、
給
料
の

月
額

並
び

に
こ

れ
に
対
す

る
地

域
手

当
及

び
第
二

種
初

任
給

調
整

手
当
の
月

額
の

合
計

額
に

１
２
を
乗

じ
、
そ
の

額
を

３
８
．
７
５

に
５

２
を

乗
じ
た
時

間
か

ら
３

８
．
７

５
を
５

で
除

し
て

得
た

時
間

に
規

則
で

定
め

る
日

の
数

を
乗

じ
た

も
の

を
減

じ
た

も
の

で
除

し
て

得
た
額

と
す

る
。

 

 
（
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年
度
任

用
職

員
の

報
酬

の
額
）
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第
１
９

条
 

パ
ー

ト
タ

イ
ム
会
計

年
度

任
用

職
員

の
報
酬
（
第

２
２

条
第

１
項

に
規
定

す
る

地
域

手
当

に
相
当
す

る
報

酬
、
第

２
３

条
第
１

項
に

規
定

す
る

特
殊
勤

務
手

当
に

相
当

す
る
報
酬

、
第
２

４
条

第
１

項
に
規

定
す

る
時

間
外

勤
務
手

当
に

相
当

す
る

報
酬
、
第
２

５
条

に
規

定
す

る
休
日

勤
務

手
当

に
相

当
す
る

報
酬

、
第

２
６

条
に
規
定

す
る

夜
間

勤
務

手
当
に
相

当
す

る
報

酬
、

第
２

７
条

に
規

定
す

る
宿

日
直

手
当

に
相

当
す

る
報

酬
及

び
第

２
８

条
に

規
定
す

る
初

任
給

調
整

手
当
に
相

当
す

る
報

酬
（
以

下
こ
れ

ら
を

総
称

し
て

「
諸
手

当
相

当
報

酬
」
と

い
う
。
）
を
含

ま
な

い
も

の
を
い

う
。
以

下
こ

の

条
か
ら

第
２

１
条

ま
で

に
お
い
て

同
じ
。
）
の

額
は

、
月
額
、
日
額

又
は

時

間
額
で

定
め

る
も

の
と

し
、
別

表
に

掲
げ

る
職

種
に

応
じ

、
同

表
額

の
種

別

の
欄
に

掲
げ

る
月

額
、

日
額
又
は

時
間

額
を

超
え

な
い
範
囲

内
に

お
い

て
、

次
条
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ
り
、

任
命

権
者

が
決

定
す
る
も

の
と

す
る

。
 

  ２
 
条

文
略

 

～ 
 

～ 

４
 
条

文
略

 

（
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
の

初
任

給
調

整
手

当
に

相
当

す
る

報
酬

）
 

第
２
８

条
 

パ
ー

ト
タ

イ
ム
会
計

年
度

任
用

職
員

に
は
、
給
与

条
例

第
７

条
の

２
の

規
定
に

よ
り

初
任

給
調
整
手

当
を

支
給

さ
れ

る
職
員
の

例
に

よ
り

、
初

任
給
調

整
手

当
に

相
当

す
る
報
酬

を
支

給
す

る
。

 

   

第
１
９

条
 

パ
ー

ト
タ

イ
ム
会
計

年
度

任
用

職
員

の
報
酬
（
第

２
２
条

第
１

項

に
規
定

す
る

地
域

手
当

に
相
当
す

る
報

酬
、
第
２

３
条
第
１

項
に

規
定

す
る

特
殊
勤

務
手

当
に

相
当

す
る
報
酬

、
第

２
４

条
第

１
項
に
規

定
す

る
時

間
外

勤
務
手

当
に

相
当

す
る

報
酬
、
第

２
５

条
に

規
定

す
る
休
日

勤
務

手
当

に
相

当
す
る

報
酬

、
第

２
６

条
に
規
定

す
る

夜
間

勤
務

手
当
に
相

当
す

る
報

酬
、

第
２
７

条
に

規
定

す
る

宿
日
直
手

当
に

相
当

す
る

報
酬

、
第

２
８

条
に

規
定

す
る

第
一

種
初

任
給

調
整

手
当

に
相

当
す

る
報

酬
及

び
第

２
８

条
の

２
に

規
定
す

る
第

二
種

初
任

給
調
整
手

当
に

相
当

す
る

報
酬
（
以

下
こ

れ
ら

を
総

称
し
て
「

諸
手

当
相

当
報

酬
」
と
い

う
。
）
を

含
ま

な
い
も

の
を

い
う

。
以

下
こ
の

条
か

ら
第

２
１

条
ま
で
に

お
い

て
同

じ
。
）
の
額
は
、
月
額
、
日
額

又
は
時

間
額

で
定

め
る

も
の
と
し

、
別

表
に

掲
げ

る
職
種
に

応
じ

、
同

表
額

の
種
別

の
欄

に
掲

げ
る

月
額
、
日

額
又

は
時

間
額

を
超
え
な

い
範

囲
内

に
お

い
て
、
次
条

に
定

め
る

と
こ
ろ
に

よ
り

、
任

命
権

者
が
決
定

す
る

も
の

と
す

る
。

 

２
 
条

文
略

 

～ 
 

～ 

４
 
条

文
略

 

（
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
の

初
任

給
調

整
手

当
に

相
当

す
る

報
酬
）

 

第
２
８

条
 

パ
ー

ト
タ

イ
ム
会
計

年
度

任
用

職
員

に
は
、
給
与

条
例
第

７
条

の

２
の

規
定

に
よ

り
第

一
種

初
任

給
調

整
手

当
を

支
給

さ
れ

る
職

員
の

例
に

よ
り
、

第
一

種
初

任
給

調
整
手
当

に
相

当
す

る
報

酬
を
支
給

す
る

。
 

第
２

８
条

の
２

 
新

た
に

採
用

さ
れ

た
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員

で
あ
っ

て
、
採
用

の
日

に
お
い
て

、
次

の
各

号
に

掲
げ
る
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年
度

任
用

職
員

の
区

分
に
応
じ

、
当

該
各

号
に

定
め
る
額
（
以

下
こ

の
条
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に
お
い

て
「

特
定

額
」
と

い
う
。
）
が

、
草

加
市

公
契
約
基

本
条

例
（

平
成

２
６
年

条
例

第
２

１
号

）
第
１
２

条
に

規
定

す
る

労
働
賃
金

基
準

額
（

規
則

で
定
め

る
公

契
約

に
適

用
さ
れ
る

労
働

賃
金

基
準

額
に
限
る

。
以

下
こ

の
条

に
お
い

て
「
基

準
額
」
と

い
う
。
）
を

下
回

る
パ

ー
ト
タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職
員

に
は

、
採

用
の

日
か
ら
規

則
で

定
め

る
日

ま
で
の
間

、
第

二
種

初
任

給
調
整

手
当

に
相

当
す

る
報
酬

を
支
給

す
る

。
 

⑴
 

月
額

で
報

酬
を

定
め

る
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
 

第
２

０
条

第
１

項
に

規
定

す
る

報
酬

額
及

び
こ

れ
に

対
す

る
地

域
手

当
に

相

当
す
る

報
酬

の
月

額
の

合
計
額
に

１
２

を
乗

じ
、
そ

の
額
を

３
８

．
７

５

に
５
２

を
乗

じ
た

時
間

か
ら
３
８

．
７

５
を

５
で

除
し
て
得

た
時

間
に

規

則
で

定
め

る
日

の
数

を
乗

じ
た

も
の

を
減

じ
た

も
の

で
除

し
て

得
た

額

に
、
３

８
．
７
５

を
パ

ー
ト
タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職
員
に

つ
い

て
定

め

ら
れ
た

１
週

間
当

た
り

の
勤
務
時

間
で

除
し

た
も

の
を
乗
じ

て
得

た
額

 

⑵
 

日
額

で
報

酬
を

定
め

る
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
 

第
２

０
条

第
２

項
に

規
定

す
る

報
酬

額
及

び
こ

れ
に

対
す

る
地

域
手

当
に

相

当
す

る
報

酬
の

日
額

の
合

計
額

を
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員

に
つ
い

て
定

め
ら

れ
た

１
日
当
た

り
の

勤
務

時
間

で
除
し
て

得
た

額
 

⑶
 

時
間

額
で

報
酬

を
定

め
る

パ
ー

ト
タ

イ
ム

会
計

年
度

任
用

職
員

 
第

２
０

条
第

３
項

に
規

定
す

る
報

酬
額

及
び

こ
れ

に
対

す
る

地
域

手
当

に

相
当
す

る
報

酬
の

時
間

額
の
合
計

額
 

２
 
第

二
種

初
任

給
調

整
手
当
に

相
当

す
る

報
酬

の
額
は

、
次

の
各
号

に
掲

げ

る
パ
ー

ト
タ

イ
ム

会
計

年
度
任
用

職
員

の
区

分
に

応
じ
、
当

該
各

号
に

定
め

る
額

と
す
る

。
 

⑴
 

月
額

で
報

酬
を

定
め

る
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
 

規
則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

基
準

額
と

特
定

額
と

の
差

額
を

月
額

に
換

算
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（
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
の

勤
務

１
時

間
当

た
り

の
報

酬
額

の
算
出

）
 

第
２
９

条
 

条
文

略
 

⑴
 

月
額

で
報

酬
を

定
め

る
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
 

第
２

０
条

第
１

項
に

規
定

す
る

報
酬

額
及

び
こ

れ
に

対
す

る
地

域
手

当
に

相

当
す
る

報
酬

の
月

額
の

合
計
額
に

１
２

を
乗

じ
、
そ

の
額
を

３
８

．
７
５

に
５
２

を
乗

じ
た

時
間

か
ら
３
８

．
７
５

を
５

で
除

し
て
得

た
時

間
に

規

則
で

定
め

る
日

の
数

を
乗

じ
た

も
の

を
減

じ
た

も
の

で
除

し
て

得
た

額

に
、
３
８

．
７

５
を

パ
ー

ト
タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職
員
に

つ
い

て
定

め

ら
れ
た

１
週

間
当

た
り

の
勤
務
時

間
で

除
し

た
も

の
を
乗
じ

て
得

た
額

 

 ⑵
 

日
額

で
報

酬
を

定
め

る
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
 

第
２

０
条

第
２

項
に

規
定

す
る

報
酬

額
及

び
こ

れ
に

対
す

る
地

域
手

当
に

相

し
た
額

 

⑵
 

日
額

で
報

酬
を

定
め

る
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
 

規
則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

基
準

額
と

特
定

額
と

の
差

額
を

日
額

に
換

算

し
た
額

 

⑶
 

時
間

額
で

報
酬

を
定

め
る

パ
ー

ト
タ

イ
ム

会
計

年
度

任
用

職
員

 
基

準
額
と

特
定

額
と

の
差

額
 

３
 

第
１

項
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員

以
外
の

パ
ー

ト
タ

イ
ム

会
計
年
度

任
用

職
員

で
、
同

項
の
規

定
に

よ
り

第
二

種
初

任
給

調
整

手
当

に
相

当
す

る
報

酬
を

支
給

さ
れ

る
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
と

の
権

衡
上

必
要

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
も

の
と

し
て

規
則
で

定
め

る
も

の
に

は
、
規
則

の
定

め
る

と
こ

ろ
に
よ
り

、
前

２
項

の
規

定
に
準

じ
て

、
第

二
種

初
任
給
調

整
手

当
に

相
当

す
る
報
酬

を
支

給
す

る
。
 

（
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
の

勤
務

１
時

間
当

た
り

の
報

酬
額

の
算
出

）
 

第
２
９

条
 

条
文

略
 

⑴
 

月
額

で
報

酬
を

定
め

る
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
 

第
２

０
条

第
１

項
に

規
定

す
る

報
酬

額
並

び
に

こ
れ

に
対

す
る

地
域

手
当

に

相
当

す
る

報
酬

及
び

第
二

種
初

任
給

調
整

手
当

に
相

当
す

る
報

酬
の

月

額
の
合

計
額

に
１

２
を

乗
じ
、
そ

の
額

を
３

８
．
７

５
に
５

２
を

乗
じ

た

時
間
か

ら
３

８
．
７
５

を
５
で
除

し
て

得
た

時
間

に
規
則
で

定
め

る
日

の

数
を
乗

じ
た

も
の

を
減

じ
た
も
の

で
除

し
て

得
た

額
に
、
３

８
．
７
５

を

パ
ー

ト
タ

イ
ム

会
計

年
度

任
用

職
員

に
つ

い
て

定
め

ら
れ

た
１

週
間

当

た
り
の

勤
務

時
間

で
除

し
た
も
の

を
乗

じ
て

得
た

額
 

⑵
 

日
額

で
報

酬
を

定
め

る
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
 

第
２

０
条

第
２

項
に

規
定

す
る

報
酬

額
並

び
に

こ
れ

に
対

す
る

地
域

手
当

に
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当
す

る
報

酬
の

日
額

の
合

計
額

を
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員

に
つ
い

て
定

め
ら

れ
た

１
日
当
た

り
の

勤
務

時
間

で
除
し
て

得
た

額
 

 ⑶
 

時
間

額
で

報
酬

を
定

め
る

パ
ー

ト
タ

イ
ム

会
計

年
度

任
用

職
員

 
第

２
０

条
第

３
項

に
規

定
す

る
報

酬
額

及
び

こ
れ

に
対

す
る

地
域

手
当

に

相
当
す

る
報

酬
の

時
間

額
の
合
計

額
 

 （
パ
ー

ト
タ

イ
ム

会
計

年
度
任
用

職
員

の
通

勤
に

係
る
費
用

弁
償

）
 

第
３
４

条
 

条
文

略
 

２
 
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年
度
任

用
職

員
の

通
勤

に
係
る
費

用
弁

償
の

額
、
支

給
日
及

び
返

納
に

つ
い

て
は
、
給
与

条
例

第
９

条
の

３
第
２

項
か

ら
第

６
項

 

相
当

す
る

報
酬

及
び

第
二

種
初

任
給

調
整

手
当

に
相

当
す

る
報

酬
の

日

額
の

合
計

額
を

パ
ー

ト
タ

イ
ム

会
計

年
度

任
用

職
員

に
つ

い
て

定
め

ら

れ
た
１

日
当

た
り

の
勤

務
時
間
で

除
し

て
得

た
額

 

⑶
 

時
間

額
で

報
酬

を
定

め
る

パ
ー

ト
タ

イ
ム

会
計

年
度

任
用

職
員

 
第

２
０

条
第

３
項

に
規

定
す

る
報

酬
額

並
び

に
こ

れ
に

対
す

る
地

域
手

当

に
相

当
す

る
報

酬
及

び
第

二
種

初
任

給
調

整
手

当
に

相
当

す
る

報
酬

の

時
間
額

の
合

計
額

 

（
パ
ー

ト
タ

イ
ム

会
計

年
度
任
用

職
員

の
通

勤
に

係
る
費
用

弁
償

）
 

第
３
４

条
 

条
文

略
 

２
 
パ

ー
ト

タ
イ

ム
会

計
年
度
任

用
職

員
の

通
勤

に
係
る
費

用
弁

償
の

額
、
支

給
日
及

び
返

納
に

つ
い

て
は
、
給

与
条

例
第

９
条

の
３

第
２

項
か

ら
第

８
項

 

 
 
ま
で

の
規

定
を

準
用

す
る
。

 
 
 
ま
で

の
規

定
を

準
用

す
る
。

 

 （
現
業

職
員

の
給

与
の

種
類
及
び

基
準

に
関

す
る

条
例

の
一

部
改

正
）

 

旧
 

新
 

 
（
給
与

の
種

類
及

び
基

準
）

 

第
３
条

 
現

業
職

員
の

給
与
は

、
給

料
、
扶
養

手
当

、
地

域
手

当
、
住
居

手
当

、

通
勤
手

当
、
在

宅
勤

務
等

手
当
、
時
間
外

勤
務

手
当

、
休
日

勤
務
手

当
、
宿

日
直
手

当
、
夜
間

勤
務

手
当
、
特
殊

勤
務
手

当
、
期

末
手
当

及
び

勤
勉

手
当

と
す
る

。
 

２
 
条

文
略

 

（
会
計

年
度

任
用

職
員

の
給
与
）

 

第
５

条
 

現
業

職
員

で
地

方
公

務
員

法
第

２
２

条
の

２
第

１
項

に
規

定
す

る

会
計
年

度
任

用
職

員
で

あ
る
も
の

の
給

与
は

、
第

３
条
か
ら

前
条

ま
で

の
規

 
（
給
与

の
種

類
及

び
基

準
）

 

第
３
条

 
現

業
職

員
の

給
与
は

、
給
料

、
扶
養
手

当
、
地

域
手
当

、
住
居
手

当
、

通
勤
手

当
、
在

宅
勤

務
等

手
当
、
時

間
外

勤
務

手
当

、
休
日
勤

務
手

当
、
宿

日
直
手

当
、

初
任

給
調

整
手
当
（

第
二

種
初

任
給

調
整
手
当

に
限

る
。

）
、

夜
間
勤

務
手

当
、

特
殊

勤
務
手
当

、
期

末
手

当
及

び
勤
勉
手

当
と

す
る

。
 

２
 
条

文
略

 

（
会
計

年
度

任
用

職
員

の
給
与
）

 

第
５

条
 

現
業

職
員

で
地

方
公

務
員

法
第

２
２

条
の

２
第

１
項

に
規

定
す

る

会
計
年

度
任

用
職

員
で

あ
る
も
の

の
給

与
は

、
第

３
条
か
ら

前
条

ま
で

の
規
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定
に
か

か
わ

ら
ず

、
給
料

、
地

域
手

当
、
通

勤
手

当
、
特

殊
勤

務
手

当
、
時

間
外
勤

務
手

当
、
休

日
勤

務
手
当

、
夜
間

勤
務

手
当

、
宿
日

直
手
当

、
期

末

手
当
及

び
勤

勉
手

当
と

し
、
現

業
職

員
及

び
草

加
市

会
計
年

度
任

用
職

員
の

給
与
及

び
費

用
弁

償
に

関
す
る
条

例
（
令

和
元

年
条

例
第

２
９
号

）
の

適
用

を
受
け

る
会

計
年

度
任

用
職
員
と

の
権

衡
を

考
慮

し
、
支
給

す
る

。
 

定
に
か

か
わ

ら
ず

、
給
料

、
地

域
手

当
、
通

勤
手

当
、
特

殊
勤

務
手

当
、
時

間
外
勤

務
手

当
、
休

日
勤

務
手
当
、
夜
間

勤
務

手
当

、
宿
日
直

手
当

、
初
任

給
調
整

手
当
（

第
二

種
初

任
給
調

整
手

当
に

限
る
。
）
、
期
末
手

当
及

び
勤

勉
手
当

と
し

、
現

業
職

員
及
び
草

加
市

会
計

年
度

任
用
職
員

の
給

与
及

び
費

用
弁
償

に
関

す
る

条
例
（

令
和
元

年
条

例
第

２
９

号
）
の
適

用
を

受
け

る
会

 

 
 

 
計
年
度

任
用

職
員

と
の

権
衡
を
考

慮
し

、
支

給
す

る
。

 

 （
草
加

市
水

道
事

業
企

業
職
員
の

給
与

の
種

類
及

び
基
準
に

関
す

る
条

例
の

一
部
改
正

）
 

旧
 

新
 

 
（
給
与

の
種

類
）

 

第
２
条

 
条

文
略

 

２
 
条

文
略

 

３
 
手

当
の

種
類

は
、
管

理
職
手

当
、
初
任
給

調
整

手
当
、
扶
養

手
当
、
地
域

手
当

、
住

居
手

当
、
通

勤
手
当

、
在

宅
勤

務
等

手
当

、
特

殊
勤

務
手

当
、
時

間
外
勤

務
手

当
、
夜

間
勤

務
手
当

、
休
日

勤
務

手
当

、
日
直

手
当
、
管
理

職

員
特
別

勤
務

手
当

、
期

末
手
当
及

び
勤

勉
手

当
と

す
る
。

 

 

（
初
任

給
調

整
手

当
）

 

第
５
条

 
初

任
給

調
整

手
当

は
、
専

門
的

知
識
を

必
要
と
し

、
か
つ

、
採

用
に

よ
る

欠
員

の
補

充
が

困
難

で
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
職

に
新

た
に

採
用

さ
れ

た
職
員

に
対

し
て

支
給

す
る
。

 

   

 
（
給
与

の
種

類
）

 

第
２
条

 
条

文
略

 

２
 
条

文
略

 

３
 
手

当
の

種
類

は
、
管

理
職
手

当
、
初
任

給
調

整
手
当
（

第
一

種
初

任
給

調

整
手
当

及
び

第
二

種
初

任
給
調
整

手
当

を
い

う
。
）
、
扶
養
手

当
、
地

域
手

当
、
住
居

手
当

、
通
勤

手
当
、
在
宅

勤
務

等
手

当
、
特
殊
勤

務
手

当
、
時
間

外
勤
務

手
当
、
夜
間

勤
務

手
当
、
休

日
勤

務
手

当
、
日
直
手

当
、
管

理
職

員

特
別
勤

務
手

当
、

期
末

手
当
及
び

勤
勉

手
当

と
す

る
。

 

（
初
任

給
調

整
手

当
）

 

第
５
条

 
第

一
種

初
任

給
調
整
手

当
は

、
専

門
的

知
識
を
必

要
と

し
、

か
つ

、

採
用

に
よ

る
欠

員
の

補
充

が
困

難
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

職
に

新
た

に
採

用
さ
れ

た
職

員
に

対
し

て
支
給
す

る
。

 

第
５
条

の
２

 
第

二
種

初
任
給
調

整
手

当
は

、
新

た
に
採
用

さ
れ

た
職

員
で

あ

っ
て
、
採
用

の
日

に
お

い
て
、
当

該
職

員
が

受
け

る
べ
き
給

料
及

び
地

域
手

当
の

額
に

つ
い

て
市

長
が

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
計

算
し

た
勤

務
１

時
間
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（
会
計

年
度

任
用

職
員

の
給
与

）
 

第
１
７

条
 

水
道

事
業

企
業
職
員

で
会

計
年

度
任

用
職
員
（
地

方
公

務
員

法
第

２
２
条

の
２

第
１

項
に

規
定
す
る

会
計

年
度

任
用

職
員
を
い

う
。
以

下
こ

の

条
に
お

い
て

同
じ

。
）
で

あ
る
も

の
の

給
与

は
、
第

２
条
か

ら
前

条
ま

で
の

規
定
に

か
か

わ
ら

ず
、

給
料
、
地

域
手

当
、

通
勤

手
当
、
特

殊
勤

務
手

当
、

時
間
外

勤
務

手
当
、
夜
間

勤
務
手

当
、
休

日
勤

務
手

当
、
日

直
手
当

、
期

末

手
当
及

び
勤

勉
手

当
と

し
、
職

員
及

び
草

加
市

会
計

年
度
任

用
職

員
の

給
与

及
び
費

用
弁

償
に

関
す

る
条
例
（
令

和
元

年
条

例
第

２
９
号

）
の

適
用
を

受

け
る
会

計
年

度
任

用
職

員
と
の
権

衡
を

考
慮

し
、

支
給
す
る

。
 

当
た
り

の
額

が
、
草
加

市
公
契
約

基
本

条
例
（
平

成
２
６
年

条
例

第
２

１
号

）

第
１
２

条
に

規
定

す
る

労
働
賃
金

基
準

額
（

規
程

で
定
め
る

公
契

約
に

適
用

さ
れ
る

労
働

賃
金

基
準

額
に
限
る

。
）
を

下
回

る
も

の
に
対

し
て

支
給

す
る

。
 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
る

第
二

種
初

任
給

調
整

手
当

を
支

給
さ

れ
る

職
員

と

の
権

衡
上

必
要

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
も

の
と

し
て

市
長

が
定

め
る

職
員

に
は
、

同
項

の
規

定
に

準
じ
て
、

第
二

種
初

任
給

調
整
手
当

を
支

給
す

る
。
 

（
会
計

年
度

任
用

職
員

の
給
与

）
 

第
１
７

条
 

水
道

事
業

企
業
職
員

で
会

計
年

度
任

用
職
員
（
地

方
公
務

員
法

第

２
２
条

の
２

第
１

項
に

規
定
す
る

会
計

年
度

任
用

職
員
を
い

う
。
以
下

こ
の

条
に
お

い
て

同
じ

。
）
で

あ
る
も

の
の

給
与

は
、
第

２
条
か

ら
前

条
ま

で
の

規
定
に

か
か

わ
ら

ず
、
給

料
、
初

任
給

調
整

手
当
（

第
二
種

初
任

給
調

整
手

当
に
限

る
。
）
、
地
域

手
当
、
通

勤
手

当
、
特
殊

勤
務
手
当

、
時

間
外

勤
務

手
当
、
夜

間
勤

務
手

当
、
休
日
勤

務
手

当
、
日

直
手

当
、
期
末

手
当

及
び

勤

勉
手
当

と
し

、
職

員
及

び
草
加
市

会
計

年
度

任
用

職
員
の
給

与
及

び
費

用
弁

償
に
関

す
る

条
例
（
令

和
元
年
条

例
第

２
９

号
）
の

適
用
を

受
け

る
会

計
年

 

 
 

 
 

度
任
用

職
員

と
の

権
衡

を
考
慮
し

、
支

給
す

る
。

 

 （
草
加

市
病

院
事

業
企

業
職
員
の

給
与

の
種

類
及

び
基
準
に

関
す

る
条

例
の

一
部
改
正

）
 

旧
 

新
 

 
（
給
与

の
種

類
）

 

第
２
条

 
条

文
略

 

２
 
条

文
略

 

３
 
手

当
の

種
類

は
、
管

理
職
手

当
、
初
任
給

調
整

手
当
、
扶
養

手
当
、
地
域

手
当

、
住

居
手

当
、
通

勤
手
当

、
在

宅
勤

務
等

手
当

、
特

殊
勤

務
手

当
、
時

 
（
給
与

の
種

類
）

 

第
２
条

 
条

文
略

 

２
 
条

文
略

 

３
 
手

当
の

種
類

は
、
管

理
職
手

当
、
初
任

給
調

整
手
当
（

第
一

種
初

任
給

調

整
手
当

及
び

第
二

種
初

任
給
調
整

手
当

を
い

う
。
）
、
扶
養
手

当
、
地

域
手



 

- 23 - 

間
外
勤

務
手

当
、
夜

間
勤

務
手
当

、
休
日

勤
務

手
当

、
宿
日

直
手
当

、
管

理

職
員
特

別
勤

務
手

当
、

期
末
手
当

及
び

勤
勉

手
当

と
す
る
。

 

 

（
初
任

給
調

整
手

当
）

 

第
５
条

 
初

任
給

調
整

手
当

は
、
専

門
的

知
識
を

必
要
と
し

、
か
つ

、
採

用
に

よ
る

欠
員

の
補

充
が

困
難

で
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
職

に
新

た
に

採
用

さ
れ

た
職
員

に
対

し
て

支
給

す
る
。

 

          

（
会
計

年
度

任
用

職
員

の
給
与

）
 

第
２
０

条
 

病
院

事
業

企
業
職
員

で
会

計
年

度
任

用
職
員
（
地

方
公

務
員

法
第

２
２
条

の
２

第
１

項
に

規
定
す
る

会
計

年
度

任
用

職
員
を
い

う
。
以

下
こ

の

条
に
お

い
て

同
じ

。
）
で

あ
る
も

の
の

給
与

は
、
第

２
条
か

ら
前

条
ま

で
の

規
定
に

か
か

わ
ら

ず
、
給

料
、
初
任

給
調

整
手
当

、
地
域
手

当
、
通

勤
手
当

、

特
殊
勤

務
手

当
、

時
間

外
勤
務
手

当
、

夜
間

勤
務

手
当
、
休

日
勤

務
手

当
、

宿
日
直

手
当

、
期
末

手
当

及
び
勤

勉
手

当
と

し
、
職

員
及
び

草
加

市
会

計
年

当
、
住
居

手
当

、
通
勤

手
当
、
在
宅

勤
務

等
手

当
、
特
殊
勤

務
手

当
、
時
間

外
勤
務

手
当
、
夜
間

勤
務

手
当
、
休

日
勤

務
手

当
、
宿
日
直

手
当
、
管
理

職

員
特
別

勤
務

手
当

、
期

末
手
当
及

び
勤

勉
手

当
と

す
る
。

 

（
初
任

給
調

整
手

当
）

 

第
５
条

 
第

一
種

初
任

給
調
整
手

当
は

、
専

門
的

知
識
を
必

要
と

し
、

か
つ

、

採
用

に
よ

る
欠

員
の

補
充

が
困

難
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

職
に

新
た

に
採

用
さ
れ

た
職

員
に

対
し

て
支
給
す

る
。

 

第
５
条

の
２

 
第

二
種

初
任
給
調

整
手

当
は

、
新

た
に
採
用

さ
れ

た
職

員
で

あ

っ
て
、
採
用

の
日

に
お

い
て
、
当

該
職

員
が

受
け

る
べ
き
給

料
及

び
地

域
手

当
の

額
に

つ
い

て
管

理
者

が
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

計
算

し
た

勤
務

１
時

間
当
た

り
の

額
が

、
草

加
市
公
契

約
基

本
条

例
（

平
成
２
６

年
条

例
第

２
１

号
）
第

１
２

条
に

規
定

す
る

労
働

賃
金

基
準

額
（

規
程
で
定

め
る

公
契

約
に

適
用
さ

れ
る

労
働

賃
金

基
準
額
に

限
る

。
）
を
下

回
る
も
の

に
対

し
て

支
給

す
る
。

 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
る

第
二

種
初

任
給

調
整

手
当

を
支

給
さ

れ
る

職
員

と

の
権

衡
上

必
要

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
も

の
と

し
て

管
理

者
が

定
め

る
職

員
に
は

、
同
項
の

規
定

に
準
じ
て

、
第
二
種

初
任

給
調
整
手

当
を

支
給

す
る

。
 

（
会
計

年
度

任
用

職
員

の
給
与
）

 

第
２
０

条
 

病
院

事
業

企
業
職
員

で
会

計
年

度
任

用
職
員
（
地

方
公
務

員
法

第

２
２
条

の
２

第
１

項
に

規
定
す
る

会
計

年
度

任
用

職
員
を
い

う
。
以
下

こ
の

条
に
お

い
て

同
じ

。
）
で

あ
る
も

の
の

給
与

は
、
第

２
条
か

ら
前

条
ま

で
の

規
定
に

か
か

わ
ら

ず
、
給

料
、
初

任
給

調
整

手
当
（

第
一
種

初
任

給
調

整
手

当
及
び

第
二

種
初

任
給

調
整
手
当

を
い

う
。

）
、

地
域
手
当

、
通

勤
手

当
、

特
殊
勤

務
手

当
、

時
間

外
勤
務
手

当
、

夜
間

勤
務

手
当
、
休

日
勤

務
手

当
、
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度
任
用

職
員

の
給

与
及

び
費
用
弁

償
に

関
す

る
条

例
（
令

和
元

年
条

例
第

２

９
号

）
の

適
用

を
受

け
る

会
計
年

度
任

用
職

員
と

の
権
衡
を

考
慮

し
、
支

給

す
る
。

 

宿
日
直

手
当

、
期

末
手

当
及
び
勤

勉
手

当
と

し
、
職

員
及
び

草
加

市
会

計
年

度
任
用

職
員

の
給

与
及

び
費
用
弁

償
に

関
す

る
条

例
（
令
和

元
年

条
例

第
２

９
号
）
の

適
用
を

受
け

る
会
計
年

度
任

用
職

員
と

の
権
衡
を

考
慮

し
、
支
給

 

 
 

 
す
る
。

 

  



委員会名 付　託　件　名

総務文教
委 員 会

第　３号議案　令和７年度草加市一般会計補正予算（第１１号）第
　　　　　　　１条　歳入全款、歳出中、市長室、総合政策部、自
　　　　　　　治文化部及び教育委員会に係る部分、第２条　継続
　　　　　　　費の補正、第３条　繰越明許費の補正中、教育委員
　　　　　　　会に係る部分、第５条　地方債の補正

第１７号議案　草加市行政手続条例の一部を改正する条例の制定に
　　　　　　　ついて

第１８号議案　職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する
　　　　　　　条例の制定について

第１９号議案　市長の給与の特例に関する条例の制定について

第２６号議案　職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の
　　　　　　　制定について

福祉子ども
委 員 会

第　３号議案　令和７年度草加市一般会計補正予算（第１１号）第
　　　　　　　１条　歳出中、福祉部、健康推進部及びこども未来
　　　　　　　部に係る部分、第４条　債務負担行為の補正中、こ
　　　　　　　ども未来部に係る部分

第　５号議案　令和７年度草加市国民健康保険特別会計補正予算
　　　　　　　（第３号）

第　６号議案　令和７年度草加市介護保険特別会計補正予算（第３
　　　　　　　号）

第１１号議案　令和８年度草加市国民健康保険特別会計予算

第１２号議案　令和８年度草加市介護保険特別会計予算

第１３号議案　令和８年度草加市後期高齢者医療特別会計予算

第１５号議案　令和８年度草加市立病院事業会計予算

第２１号議案　草加市保育園設置及び管理条例の一部を改正する条
　　　　　　　例の制定について

第２２号議案　草加市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
　　　　　　　制定について

建設環境
委 員 会

第　３号議案　令和７年度草加市一般会計補正予算（第１１号）第
　　　　　　　１条　歳出中、市民生活部、都市整備部及び建設部
　　　　　　　に係る部分、第３条　繰越明許費の補正中、市民生
　　　　　　　活部、都市整備部及び建設部に係る部分、第４条
　　　　　　　債務負担行為の補正中、市民生活部に係る部分

令和８年草加市議会２月定例会

議案の委員会付託表
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委員会名 付　託　件　名

第　４号議案　令和７年度草加都市計画事業新田駅西口土地区画整
　　　　　　　理事業特別会計補正予算（第２号）

第　８号議案　令和８年度草加都市計画新田西部土地区画整理事業
　　　　　　　特別会計予算

第　９号議案　令和８年度草加市駐車場事業特別会計予算

第１０号議案　令和８年度草加都市計画事業新田駅西口土地区画整
　　　　　　　理事業特別会計予算

第１４号議案　令和８年度草加市水道事業会計予算

第１６号議案　令和８年度草加市公共下水道事業会計予算

第２０号議案　草加市開発・建築関係手数料徴収条例の一部を改正
　　　　　　　する条例の制定について

第２３号議案　草加市下水道条例の一部を改正する条例の制定につ
　　　　　　　いて

第２４号議案　草加市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制
　　　　　　　定について
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